
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

１年生の図工の時間に全日本愛瓢会の方々をお招きし、ひょうた
ん工芸を体験した。愛瓢会の方に手のひら程度の小さなひょうたん
に下地を塗ったものをたくさん準備していただき、そこに児童が思
い思いに色とりどりの模様を描いた。 
また、愛瓢会の方々からひょうたんの特性や種類、工芸の楽しさ
等についてもお話しいただいた。 
 児童の作品は、今後開催される展示会に出品していただく予定と
なっている。 

 この活動を通して、普段あまり手にすることのないひょうたんと
いう植物の形の美しさ、不思議さを児童が感じ取ることができた。 
 また、地域の「達人」と触れ合い、伝統的な工芸のすばらしさに
ついても理解を深めることができた。 
 

令和２年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

・ひょうたんはおもしろい形をしていて、色をぬるのが楽しかった
です。今度は、ちがう形にぬりたいです。 
・ひょうたんにきれいな色をぬったり、かざりを付けたりして、楽
しかったです。 
・達人にやりかたを教えてもらったり、アドバイスをしてもらった
りしたおかげでかっこうよくできました。 

文化・芸術体験 

第１学年 


